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E ⊇壱コ E E
ル ･ポテンシャルのHeisenberg演算子Aを用いて,h′-VXAで与えられる｡ベクトル ｡ポ
テンシャルはゲージ不変性に関連したある種の任意性のために一意的には定められない｡すな























































































ai,- 1〟官[｡｡shOf(cI+｡音)+si｡h吋 (ct-｡T_yf)]｡x｡(噸 )(k>0)

































































































































D′S(x,x′)-exp卜 q(d-x′)]/2 and D′N(Ⅹ,x′)-expl-q(d-x′)]
(3.21)



















































































































































現-現+cM2/1呈∑∑"_1_/_.nTlnT=1(2 n - 1 )(2 n ′-1)
y/
一日)
I(m
【Ⅱ【)
図3 膜内でのスピン配位｡
JdxdxTdydy′Jdzdz′
×sin〔(2n-1)7Ty/W〕sin〔(2n′-1)7Cy'/W〕
(3.45)
ここでCは定数因子である｡上式を導く際,式 (3.31),(3.32)を用いた｡また,応≪27CM2
が成立っものと仮定した｡IL--の極限では,磁区(Ⅱ)はd>dc(-2打Ji7I )の時磁区(Ⅰ)
より安定した状態になる｡逆にd<dcでは(Ⅰ)がより安定している.lLが有限の勢合,磁気異
方性〟の有効値は
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K*- k-COnSt･×M2d2/l呈 (3.46)
で与えられる.上式の右辺第二項は正だからK=*<Kである｡このことと式 (3.45)に於ける振
動項のためにEⅡ一蛸 がEⅡ一明 に比べて小さくなることを考え合わせれば,前述の臨界厚dc
はMeissner効果によって増大することが予想できる｡
§4.要 約
この論文で我々は超伝導と強磁性に於ける共存状態でのMDIのいくつかの役割について議論
してきた｡前半では,長波長スピン波エネルギーの縮退の出現はロンドン･パラメータILと試
料の大きさ(或いは個々の磁区の大きさ)Rの比に強く依存することを見た｡互 ≫Rの場合,
MD‡により磁化に平行に走るスピン波の長波長エネルギー領域で縮退が現われるのに対して,
互 ≪Rの場合にはこのような縮退が消失することを導いた｡このような縮退の消失は,強い
Meissner効果のために電磁波が有限質量の準粒子のように振舞 うためである｡
後半では我々は,膜構造に於けるMDIを考察した｡適当な境界条件の下でMaxwell方程式
とLondon方複式の組合わせから導かれる微分方程式を解き,MDIに対する表式を求めた｡更
にこれらの結果を用いて,膜の磁気形状異方性が表面効果によって強められることを見た｡ま
た,仮 りに膜を構成する物質そのものに起因した磁気異方性が存在するとして,いくつかの磁
区構造の安定性に表面効果とMeissner効果がどのような影響を与えるかについても議論した｡
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